
塊
在
の
我
閣
の
抹
態
と
苦
い
ず
希
望

中

富

海

音

田

世
界
の
戦
雲
は
一
縛
し
て
、
東
洋
の
天
地
を
掩
ぃ
、
延

い
て
は
帝
闘
の
危
機
に
迫
る
よ
り
、
間
防
上
我
が
陸
海
軍

は
、
或
は
北
満
洲
に
、
或
は
西
比
利
亜
に
、
或
は
同
海
岸

に
岡
際
同
盟
の
上
よ
句
帥
を
進
め
、
常
に
攻
勢
仁
あ
り
て

向
ム
所
優
勝
の
効
果
を
修
め
、
盆
々
国
勢
伸
暢
せ
ん
ど
し

っ
、
あ
ふ
り
口

圏
内
の
現
肢
は
如
何
仁
子
」
案
ず
る
仁
、
・
賢
ヰ
活
窮
乏
を

叫
び
、
救
を
得
ん
ご
民
衆
の
集
ま
り
し
も
あ
り
、
又
此
の

窮
乏
を
扶
げ
ん
が
矯
め
、
諸
所
に
救
糖
の
方
法
を
講
ず
る

も
あ
り
て
、
政
治
上
及
財
政
上
仁
椅
々
の
錯
綜
せ
る
問
題

慌
た
は
句
居
る
を
観
る
。

斯
く
て
闘
の
宮
強
を
計
ら
ん
に
は
、
兵
力
ど
経
済
力
ご

に
相
候
た
ゴ
る
ぺ
か
ら
令
、
叉
園
威
を
盆
々
接
揚
し
、
国
勢

の
礎
展
を
企
園
せ
ん
に
は
、
国
民
悉
〈
一
致
し
て
君
閣
の

矯
め
カ
め
ぎ
る
J

へ
か
ら
っ
ず
。

彼
の
濁
逸
が
世
界
大
闘
を
相
手
取
り
、
五
ヶ
年
に
一
日
一
り

主
く
戦
闘
を
績
け
、
敵
を
楢
す
は
彼
の
閥
民
老
兼
男
女
一

致
し
て
白
闘
の
錦
め
各
業
の
時
務
仁
熱
精
な
る
結
果
に
外

な
ら
ざ
ら
ん
、
若
し
彼
れ
が
我
利
主
義
な
る
胤
民
な
り
ご

せ
ば
、
到
庭
今
－
H
迄
連
戦
す
る
事
能
は
ぎ
ら
ん
、
之
れ
一

に
拳
闘
一
致
し
て
愛
国
精
紳
の
ニ
も
句
た
る
結
果
に
外
な

ら
ぎ
る
ぺ
し
。

思
ふ
仁
、
昨
今
岡
民
を
代
表
し
遠
く
西
比
利
亜
方
面
に

身
命
を
的
じ
敵
を
塵
倒

ι、
我
園
の
武
力
を
盆
々
世
界
に

光
揚
せ
し
め
ん
ご
す
る
仁
、
国
内
米
債
騒
動
の
起
り

L
が

如
き
は
窮
乏
じ
起
因
せ
し
ご
は
云
へ
、
岡
家
の
矯
め
賓
仁

遺
憾
に
堪
え
ざ
る
所
奇
り
。
娃
に
於
て
吾
々
制
民
た
る
も

の
賂
た
叉
宗
教
家
た
る
も
の
囲
内
航
態
を
観
察
し
．
国
家

劃
世
界
の
大
勢
ぞ
察
し
、
如
何
守
る
観
念
を
訴
す
ぺ
き
か

如
何
な
る
事
仁
力
む
ぺ
き
か
。

要
す
る
仁
、
帝
園
々
民
た
る
も
の
は
消
極
的
我
利
的
な

る
迷
信
念
尿
げ
、
‘
一
致
し

τ積
極
的
愛
図
主
義
仁
基
き
、

健
全
守
る
理
想
の
下
に
、
各
其
の
天
職
に
従
ひ
、
殉
図
的

意
識
を
明
か
に

ι、
健
全
な
る
思
想
上
の
力
を
海
外
じ
伸

ば
し
、
宗
組
日
蓮
大
上
人
の
精
紳
的
帝
闘
牛
一
義

ee叫
び
。
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「
一
天
四
海
皆
蹄
妙
法
』
の
理
想
を
奉
じ
て
、
他
国
民
を

も
指
導
乙
、
闘
い
・
第
一
の
大
願
を
成
就
せ
ん
事
仁
勉
め
ざ

る
ぺ
か
ら
ず
。
闘
世

人
の
生
活
は
、
そ
の
内
面
に
も
亦
外
面
じ
於
て
も
、
其

人
の
環
境
や
、
そ
の
枇
曾
の
傍
統
的
の
種
。
相
に
影
響
さ

れ
1
、
人
格
を
の
も
の
》
上
に
種
々
の
相
異
し
た
結
果
を

粛
す
こ
さ
‘
そ
れ
は
免
れ
難
き
事
賓
で
あ
る
。
叉
複
雑
乙

た
精
神
生
活
の
内
容
を
有
つ
所
か
ら
、
そ
う
乙
セ
戚
受
性

に
宮
む
人
ど
乏
・
し
い
人
、
そ
う
し
た
外
界
仁
劃
す
る
服
従

性
、
妥
協
性
の
多
い
入
、
少
い
人
等
芝
、
限
、
無
〈
多
〈

の
階
絞
－
g
認
め
得
る
。

思
想
界
の
麓
潮
も
、
政
体
に
劃
す
る
麓
草
も
、
制
度
習

慣
の
夏
展
も
、
乃
至
は
信
仰
界
の
魔
醒
運
動
等
も
、
皆
悉

〈
斯
う
し
た
事
賓
の
接
現
じ
他
奇
ら
ぬ
。
於
v
此
有
す
る
枇

曾
の
指
導
者
、
先
畳
者
は
自
分
の
宰
ゆ
る
民
衆
仁
劃
し
て

編

輯

←一一

後

の

先
憂
後
架
の
責
・
任
あ
る
理
解
者
て
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ニ
ご

は
言
ふ
迄
も
無
い
。

何
蕗
の
問
へ
旋
・
し
で
も
、
何
慮
の
家
庭
を
眺
め
て
見
て

も
、
老
若
の
人
々
が
互
じ
無
理
解
さ
、
頑
固
ご
、
我
憶
し
色

々
の
貌
を
執
っ
て
諮
ふ
て
居
る
の
を
看
る
。
此
の
事
は
直

仁
枇
曾
の
改
造
ご
思
想
界
の
費
潮
ご
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
。
而
も
是
等
の
賓
際
が
任
蓮
的
仁
極
〈
順
調
に
進
ん
で

往
く
事
も
あ
っ
た
が
、
現
在
及
綿
来
に
は
、
少
く
ど
も
我

々
の
文
化
史
が
過
去
に
有
つ
巳
上
の
激
越
な
調
壬
を
採
る

ぺ
き
は
、
火
を
煉
る
よ
・
・
0
明
が
で
あ
る
。
或
人
が
言
ふ
た

様
に
輿
論
は
愚
論
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
現
在
へ
の

生
活
の
事
賓
が
上
下
を
血
中
げ

τ、
輿
論
の
勢
力
で
抱
擁
す

る
迄
に
悲
惨
に
成
っ
て
来
た
。
個
人
の
智
識
開
殺
に
の
み

偏
重
・
し
て
施
し
て
来
た
敬
曹
の
効
果
が
、
新
ふ
し
た
一
一
種

の
民
本
的
成
果
を
結
ん
で
来
た
の
が
現
代
思
想
界
の
事
賞

で
あ
る
。

数
年
に
渉
っ
て
善
に
叉
悪
仁
、
色
ゃ
の
結
果
仁
世
界
全

体
の
園
家
民
衆
に
畳
醒
ど
・
波
動
ご
を
奥
へ
た
概
洲
の
大
乱

は
、
議
に
欧
測
の
み
に
止
ま
ら
今
、
我
々
の
枇
曾
仁
も
叉

c_6ヲ〉


